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文 
  

昭
和
三
十
八
年
初
頭
谷
山
市
と
し
て
の
郷
土
誌
を
作
り
た
い
。
作
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
話
が
持
ち
上
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は

前
年
桑
鶴
実
前
市
長
急
逝
の
跡
を
承
け
て
、
不
肖
私
が
市
長
に
就
任
（
昭
和
三
十
七
年
八
月
）
し
た
直
後
で
あ
り
、
ま
た
谷
山
市
と
し
て

は
市
制
施
行
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
）
後
い
く
ば
く
も
経
て
い
な
い
時
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
長
い
間
の
問
題
で
あ
っ
た
鹿
児
島
市
と
の

合
併
問
題
を
一
時
白
紙
に
か
え
し
て
（
昭
和
三
十
七
年
六
月
）
谷
山
市
独
自
の
発
展
を
期
し
て
起
き
上
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

 

そ
れ
か
ら
四
年
間
に
わ
た
る
今
日
ま
で
、
編
纂
に
当
ら
れ
た
各
位
の
文
字
通
り
寝
食
を
忘
る
る
意
気
込
み
の
努
力
が
続
け
ら
れ
、
茲
に

発
刊
の
運
び
に
至
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
関
係
の
各
位
の
労
を
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

こ
の
四
年
の
間
に
も
、
谷
山
市
に
と
っ
て
は
大
き
な
変
貌
が
あ
り
、
ま
た
発
展
も
あ
っ
た
。
特
に
、
こ
の
四
月
二
十
九
日
に
は
二
十
年

来
の
課
題
で
あ
っ
た
鹿
児
島
市
と
の
合
併
が
実
現
し
て
、
新
し
い
歴
史
の
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
郷
土
誌
は
奇
し

く
も
こ
の
歴
史
的
な
瞬
間
を
記
念
す
る
使
命
を
も
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

吾
々
が
郷
土
の
発
展
と
繁
栄
を
望
み
、
将
来
へ
の
希
望
と
期
待
を
み
つ
め
な
が
ら
、
現
在
の
努
力
を
意
欲
あ
ら
し
め
る
為
に
は
、
吾
々

の
先
人
が
遺
さ
れ
た
過
去
の
事
実
を
正
し
く
認
め
る
こ
と
が
そ
の
前
提
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
貴
重
な
教
訓
と
反
省
が
生
れ
、

そ
し
て
郷
土
に
対
す
る
愛
情
も
一
層
深
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
書
は
、
谷
山
の
郷
土
誌
と
し
て
は
最
も
大
規
模
に
編
ま
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
完
全
無
欠
と
は
言
い
得
な
い
が
、
少

く
も
現
在
に
於
て
は
為
し
得
る
最
大
の
努
力
が
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
加
筆
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、



 

願
く
ば
現
在
お
よ
び
次
の
世
代
に
於
て
も
、
ひ
き
つ
づ
い
て
努
力
が
続
け
ら
れ
、
ま
た
内
外
の
協
力
と
叱
正
を
懇
願
し
て
や
ま
な
い
次

第
で
あ
る
。 昭

和
四
十
二
年
三
月 

谷
山
市
長 
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近
の
概
況 

第
五
章 

商
業
史 

第
一
節 

商
業
の
今
昔 

第
二
節 

金
融
機
関
の
進
出 

第
三
節 

谷
山
商
工
会
の
誕
生 

第
四
節 

国
道
の
拡
張
と
整
備 

第
五
節 

最
近
の
概
況 

第
六
章 

工
業
史 

第
一
節 

工
業
の
今
昔 

第
二
節 

最
近
の
概
況 

第
三
節 

臨
海
工
業
地
帯
の
造
成 

第
五
編 

交
通
史 

第
一
章 

道
路
と
車
馬 

第
二
章 

軌
道
と
バ
ス 

第
六
編 

教
育
文
化 

第
一
章 

明
治
維
新
以
前
の
教
育 

第
一
節 

藩
校
造
士
館
と
谷
山
郷
士 

第
二
節 

麓
と
郷
中
教
育 

第
三
節 

稽
古
所 

一 

稽
古
所
の
起
源 

二 

稽
古
所
の
実
際 

１ 

地
頭
仮
屋
稽
古
所 

２ 

川
口
稽
古
所 

３ 

辺
田
郷
中
稽
古
所 

４ 

錫
山
山
中
稽
古
所 

第
四
節 

庶
民
教
育 

一 

家
庭
を
中
心
と
し
た
教
育 

五 

五
三
四 

五
三
四 

五
三
六 

五
三
八 

五
三
八 

五
四
六 

五
四
七 

五
四
九 

五
五
〇 

五
五
一 

五
五
二 

五
五
二 

五
五
七 

五
六
一 

五
六
三 

五
六
六 

五
七
四 

五
七
四 

五
八
八 

五
九
一 

五
九
三 

五
九
五 

五
九
九 

五
九
九 

六
一
〇 

六
一
三 

六
一
九 

六
一
九 

六
二
九 

六
三
三 

六
三
三 

六
三
三 

六
三
五 

六
三
九 

六
三
九 

六
三
九 

六
三
九 

六
四
〇 

六
四
〇 

六
四
二 

六
四
三 

六
四
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二 

子
供
組
を
中
心
と
し
た
教
育 

三 

青
年
期
の
教
育 

四 

女
子
の
教
育 

五 
寺
子
屋 

六 
塾(
松
崎
塾) 

七 

職
人
教
育 

第
二
章 

教
育
の
発
達 

第
一
節 

学
制
発
布
ま
で
の
教
育 

一 

立
志
館
の
設
立 

二 

外
城
第
十
五
郷
校
の
設
立 

三 

辺
田
学
館 

第
二
節 

学
制
発
布
後
の
教
育 

一 

教
員
の
養
成 

二 

川
口
小
学
の
設
立 

三 

辺
田
学
校 

四 

谷
山
小
学
校
の
設
立 

五 

村
校
の
設
立 

第
三
節 

学
舎
の
創
立 

一 

清
溪
学
舎 

二 

辺
城
学
舎 

三 

松
青
学
舎 

四 

啓
蒙
学
舎 

第
四
節 

勤
労
青
年
の
教
育 

一 

実
業
補
習
学
校 

二 

青
年
訓
練
所 

三 

谷
山
町
立
実
践
女
学
校 

四 

谷
山
町
立
青
年
学
校 

第
五
節 

戦
時
下
お
よ
び
戦
後
の
教
育 

一 

戦
時
中
の
教
育 

二 

戦
後
の
教
育 

１ 

六
三
制
教
育 

２ 

教
育
委
員
会 

３ 

六
三
制
学
校
建
築 

４ 

谷
山
高
等
学
校 

イ 

谷
山
高
等
学
校
の
設
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ロ 

谷
山
高
校
建
築
と
県
立
移
管 

５ 

ラ
・
サ
ー
ル
高
校 

６ 

鹿
児
島
電
子
工
業
高
等
学
校 

７ 

鹿
児
島
経
済
大
学 

８ 

鹿
児
島
工
業
短
期
大
学 

９ 

幼
稚
園
教
育 
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谷
山
幼
稚
園 

六
四
四 
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四
四 
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四
六 

六
四
七 

六
四
八 

六
五
一 

六
五
二 
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五
二 
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五
二 

六
五
三 
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五
五 

六
五
六 

六
五
七 

六
五
八 

六
五
八 

六
六
〇 

六
六
三 

六
六
七 

六
六
七 

六
七
七 

六
八
五 

六
八
七 
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八
八 

六
八
八 

六
八
八 

六
八
九 

六
九
〇 

六
九
二 

六
九
二 

六
九
三 

六
九
三 

六
九
五 

六
九
七 

六
九
九 

六
九
九 

七
〇
一 

七
〇
三 

七
〇
四 

七
〇
四 

七
〇
五 

七
〇
五 

七
〇
五 
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清
谿
幼
稚
園 

ハ 

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園 

ニ 

谷
山
善
き
牧
者
幼
稚
園 

第
三
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社
会
教
育 

第
一
節 

青
年
団 

第
二
節 

婦
人
会 

第
三
節 
公
民
館 

第
四
節 

体
育
協
会 

第
五
節 

産
業
と
教
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第
四
章 

学
校
沿
革
史 

第
七
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宗
教 

第
一
章 

神
社 
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谷
山
神
社 

二 

伊
佐
智
佐
神
社 
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鎮
守
神
社 
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黒
丸
神
社 

五 

白
山
比
咩
神
社 

六 

南
方
神
社 

七 

柏
原
神
社 
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稲
荷
神
社 
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谷
山
護
国
神
社 
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大
山
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十
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大
山
積
神
社 

十
二 

烏
帽
子
嶽
神
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三 

塩
竈
神
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十
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立
神
神
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十
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諏
訪
大
明
神
そ
の
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第
二
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仏
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慈
眼
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皇
徳
寺 
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清
泉
寺 
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清
泉
寺
跡
の
位
置
及
地
形 

２ 

清
泉
寺
の
遺
蹟 
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清
泉
寺
跡
調
査 
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報
国
山
隆
国
寺
跡 

五 

真
宗
本
願
寺
派
深
機
山
妙
行
寺 

六 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
楽
寺 
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真
宗
大
谷
派
松
雲
寺 

八 

東
本
願
寺
大
谷
派
願
生
寺 
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真
宗
興
正
寺
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林
山
浄
圓
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浄
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菩
提
山
来
迎
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〇
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〇
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二
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八
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八
五
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八
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八
七
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八
八
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八
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八
九
九 

九
一
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九
二
九 

九
三
〇 

九
三
一 

九
三
四 

九
三
七 

九
三
九 

九
四
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十
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薬
師
堂 

第
三
章 

一
向
宗
の
信
者 

一 

薩
摩
の
一
向
宗
禁
制 

二 
一
向
宗
信
者
の
法
難 

三 
か
く
れ
念
仏
の
洞
窟 

四 

細
布
講
の
由
来 

五 

是
枝
千
亀
女
史
と
細
布
講 

六 

坂
之
上
の
諸
講
様 

七 

和
田
塩
屋
の
明
順
講 

第
四
章 

キ
リ
ス
ト
教 

一 

谷
山
に
於
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
沿
革 
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日
本
バ
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テ
ス
ト
連
盟
谷
山
キ
リ
ス
ト
教
会 

三 

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
谷
山 

第
八
編 

民
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第
一
節 

年
中
行
事 

第
二
節 

衣
食
住 

一 

衣
生
活 

二 

食
生
活 

三 

住
生
活 

第
三
節 

一
生
の
儀
礼 

第
四
節 
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生
活 

第
五
節 

祭
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第
六
節 

芸
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と
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謡 

第
七
節 

遊
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第
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伝
説
と
民
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第
九
節 
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名
勝 

旧
跡 

観
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一 
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寺
公
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二 

清
泉
寺
跡 

三 

和
田
浜
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久
津
輪
崎
、
七
つ
島 

四 

征
西
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軍
懐
良
親
王
記
念
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五 

菊
池
城
址 

六 

谷
山
城
址 

七 

陣
之
尾
城
址 

八 

見
寄
の
遺
跡 
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皇
立
寺
跡 
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神
前
城
址 
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付
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ス
ス
メ
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城
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川
口
城
址 

十
五 

皇
徳
寺
跡 

十
六 

岩
下
の
浜 

十
七 

烏
帽
子
嶽 

十
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波
平
刀
匠
の
遺
跡 

１ 

波
之
平
刀
匠
之
碑 

２ 
寿
庵
松
の
碑 

十
九 

三
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小
鍛
治
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近
碑 

二
十 

小
伝
次
の
墓 

二
十
一 

伝
説 
豊
臣
秀
頼
の
墓 

二
十
二 

地
頭
仮
屋 

二
十
三 

錫
山
手
形
所
跡 

二
十
四 

岩
屋
御
仮
屋
跡 

二
十
五 

権
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ヶ
尾
岳
と
錫
山
相
撲 

二
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六 

鬢
石 

二
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光
山
の
由
来 

二
十
八 

山
田
一
丁
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の
田
の
神 

二
十
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谷
山
名
物 
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物
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第
一
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歴
史
上
の
著
名
な
人
々 

谷
山
五
郎
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信 

赤
崎
海
門 

是
枝
柳
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衛
門 

松
方
正
義 

第
二
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先
覚
者
と
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名
人 

川
畑
半
平
清
真 
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田
宗
質 

波
平
行
安 

八
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主
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山
長
太
郎 

第
三
章 

官
界
、
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界
で
活
躍
し
た
人
々 

菅
井
誠
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川
幡
清
貞 
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利
貞 

入
佐
清
静 

厚
地
政
敏 

第
四
章 

地
方
自
治
功
労
者 

伊
地
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季
治 

長
野
武
熊 

福
留
彦
七 

桑
鶴 

実 
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付
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山
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の
歴
代
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員 
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四
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四
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四
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一
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一
五
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一
五
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一
五
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一
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七 
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一
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八 
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六
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六
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六
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六
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六
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六
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八
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八
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八
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人
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兄 

山
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実 
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田
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太
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佐
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是
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定
助 

上
村
政
吉 

第
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地
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業
功
労
者 

川
畑
亭
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海
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治 

八
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郎 
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吉 
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郎 
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門 
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助 
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郷
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と
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川
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四
郎
兵
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忠
兄 
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越
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朗 

松
田
為
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大
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黒
木 
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佐
俊
家 

黒
木
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吉 
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四
郎 
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の
主
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軍
人 
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